
 

2023年 3月期 第 2四半期 アナリスト／投資家向け決算説明会 
 

[日程]   2022年 11月 1日 15:00 – 16:00 

（合計：60分、登壇：29分、質疑応答：31分） 

[開催場所]  東京本社会場およびインターネット配信 

 

[登壇者]  4名 

代表取締役社⻑    野村 博 （以下、野村） 

代表取締役 専務執行役員   木村 徹 （以下、木村） 

取締役 常務執行役員    池田 善治（以下、池田） 

コーポレートコミュニケーション部       鎌野 公洋（以下、鎌野） 

 
将来予測に関する事項 

 本資料には、当社グループに関する業績その他の予想、見通し、目標、計画その他の将来に関
する事項が含まれています。これらの事項は、作成時点において入手可能な情報による当社の
仮定、見積り、見通しその他の判断に基づくものであり、既知または未知のリスクおよび不確
実性が内在しております。したがって、その後のさまざまな要因により、予想・計画・目標等
が記載どおりに実現しない可能性や、実際の業績、開発の成否・進捗その他の見通し等が記載
内容と大きく異なる結果となる可能性があります。医薬品・医療機器（開発中のものを含む）
に関する情報が含まれておりますが、その内容は宣伝広告、医学的アドバイスを目的としてい
るものではありません。 

 連結子会社であるマイオバント社はニューヨーク証券取引所に上場しており、当社グループは

マイオバント社の発行済株式の約 52％を保有しています。オルゴビクス（レルゴリクス）、

マイフェンブリー/ライエクオ（レルゴリクス配合剤）はマイオバント社の製品です。本資料

にはマイオバント社に関する情報が含まれていますが、これらは同社による開示済の情報に基

づいています。マイオバント社に関する詳細については、https://www.myovant.comをご覧

ください。 

 

追加情報およびその入手場所 

 本資料は、企図されるスミトバント社および当社によるマイオバント社の買収に係る勧誘文書

と見做される可能性があります。当該企図される買収に関連して、スミトバント社、当社およ
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びマイオバント社は、Schedule 13D の訂正報告書、Schedule 13E-3を用いた当社およびスミ

トバント社に係る取引の詳細ならびに Schedule 14A を用いたマイオバント社の委任状を含む

関係書類を米国証券取引委員会（SEC）に提出する予定です。SECに提出される当社およびス

ミトバント社の取引詳細ならびにマイオバント社の委任状を含む関係書類には企図される取引

に関する重要な情報が含まれることから、同社の株主におかれましては、これらの書類をすべ

てお読みになるようお願いします。投資家および証券保有者におかれましては、これらの書類

を SEC のウェブサイト（http://www.sec.gov）にて、無償で入手することができます。ま

た、マイオバント社の株主に対しては、取引関連書類を同社より無償で取得する方法に関する

情報がしかるべき時期に提供されます。  

 

勧誘への参加者 

 スミトバント社、その取締役および執行役員、当社、その取締役および執行役員、ならびに、

マイオバント社、その取締役および執行役員は、企図される取引に関し、マイオバント社の普

通株主に対する委任状勧誘への参加者と見做される可能性があります。マイオバント社の取締

役および執行役員に関する情報は、2022年 7月 28日付けで SEC に提出された同社の 2022

年定時株主総会の委任状に記載のとおりです。当該参加者の利害関係に関する追加情報は、本

件に関する委任状が提供された後にこれを参照することにより入手可能です。 

 

登壇 

 

鎌野：お時間となりましたので、住友ファーマ、2022年度第 2四半期決算説明会を始めさせてい

ただきます。本日はご多用の中、ご参加いただき誠にありがとうございます。 

本日は、弊社東京本社会場、および東京本社会場からのライブ配信と電話会議で進めてまいりたい

と存じます。 

開始に際しまして、何点かご留意いただきたい事項をご説明いたします。本日の説明は、弊社ウェ

ブサイトに掲載しておりますプレゼン資料に基づいて行います。説明の後に、質疑応答のお時間を

設けております。時間の関係上、すべてのご質問にお答えできない場合がございますことをあらか

じめご了承いただきたく、お願いいたします。それでは、本日の出席者をご紹介いたします。 
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代表取締役社長の野村、代表取締役専務執行役員の木村、取締役常務執行役員の池田、司会のコー

ポレートコミュニケーション部、鎌野でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、野村より、2022年度第 2四半期決算についてご説明させていただきます。野村さん、

よろしくお願いいたします。 

野村：皆様、本日は大変お忙しい中、弊社決算説明会にご出席賜りまして、本当にありがとうござ
います。 

また、既にご存知の通り、弊社 2022年度第 2四半期決算および通期の予想におきましては、赤字

という決算ということが決まり、また予想されているというところでございます。赤字決算、赤字

予想につきましては、誠に申し訳なく思っているところでございます。 

それでは、資料に基づきましてご説明させていただきたいと思います。 

 

3ページです。 

既に皆様、ご高覧のことと思いますけれども、売上収益につきましては 3,193億円と、増減額は

256億円ですが、為替の影響は 388億円ということで、非常に大きく出ています。 
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国内は、実際のところ 100億円ほど売上は減少しております。これは一部品目を返したことであ

るとか、あるいは薬価の改定、その影響が出ているということであります。 

それから、米国については為替差益が相当出ております。実質のところは、ドルのところで後で見

ていただくとわかりますけれども、2021年度は大塚製薬様から 2億 7,000万ドルいただいており

ますので、その分、差が出ております。ただ、製品の売上から見ると、実質の売上のほうは、伸び

ているということがわかっていただけるかと思います。 

中国については、集中購買が、弊社の予算では 2022年 7月からということでありましたが、11

月からになりましたので、その分上振れしているところがあるわけであります。 

それから、販売費及び一般管理費は、為替差を除いても実質的に伸びております。これはスミトバ

ント社の販売経費が増えていることに基づくものであります。 

それから、その他の収益・費用（コア内）というのがございます。これはまだ弊社、ゼロとなって

おりますけれども、資産売却をする予定になっておりますが、まだこの時点では売却できていなか

ったということでゼロでございますが、予想の中には入ってございます。 

それから、条件付対価公正価値の変動額は 13億円プラスでございますが、これは TP-0903の

Beat AMLというプログラムで、医師主導の治験がありましたけれども、こちらの治験が中止にな

ったということで、条件付対価の公正価値の見直しを行った結果が、プラス方向で入っておりま

す。 

それから、その他の非経常項目は、ご存知のように、キンモビの特許権等の減損を行っておりま

す。それが 544億円あるということでございます。 

その結果、誠に申し訳ありませんが、289億円の営業損失というかたちになっております。 

一方、金融収益・費用のところは 499億円と、大きな数字が入ってございますが、これは私ども

の金融資産の為替換算の差益がございまして、497億円の為替換算差益が出ていることが大きな数

字になっているところであります。 

税引前が 210億円ですが、一方、法人所得税が 363億円となっております。ここは、少しいびつ

でございますけれども、米国の子会社がほぼ課税所得のない状況でございますが、国内は課税所得

ありということで、かつ、先ほどご説明したこの為替差益が非常に大きいので、税金負担が大きく

なっているところもあり、法人所得税の金額が、税引前所得に比べて非常に大きく見えているとこ

ろであります。 
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その結果、2022年度第 2四半期の利益は 152億円の損失、そして親会社の所有者に帰属する四半

期利益は、損失が 73億円となったわけでございます。 

 

大きな損失の原因となりました、キンモビでございます。 

これは 2016年の 10月に、カナダのシナプサス社という会社を 6億 3,500万ドルで買収したとい

うことでございます。買収した理由は、当時パーキンソン病のオフ症状は、アンメットメディカル

ニーズがあると。それに対して、アポモルヒネの注射剤が売られておりましたが、それほど利用さ

れていないということで、このシナプサス社もそうだったのですが、そこに非常にビジネスチャン

スがあるだろうと、この研究開発を行い、アポモルヒネの舌下フィルムというものを開発してまい

ったところがあります。それを、弊社が買収したということでございます。 

まだフェーズ 3試験が完了しておりませんでしたので、弊社がフェーズ 3試験も継続し、そして

2020年 9月に上市したということでございます。 

それ以降、COVID-19の下、なかなか病院にアクセスできない、また患者さんも病院に訪問がなか

なかしにくいという中、情報提供活動を行っていたわけですが、現在に至るまで、一桁台の売上で

あるという状況です。 
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弊社としては、ピークで 5億ドルレベルの売上を目指していたわけですが、残念ながら、そこから

は遥かに低いレベルになっていたということであります。それで、弊社としては、どうしてそうな

のかというところを、もう一度見直したというわけでございます。 

売上不調および収益予想見直しの理由というのがここにありますけれども、レスキュー剤へのニー

ズを持つパーキンソン病の患者さんの人数が、想定と異なっていたという言い方をしております。 

確かにオフ症状を持たれる患者さん、大体この L-dopaを服用してから 5年ぐらい経つと、こうい

うオフ症状というのが出てくると言われております。そういう患者さんは、L-dopaの増量する、

あるいはその投与の回数を多くする、それでできるだけこのオフ症状の期間を短くする対応を比較

的取っていたのが一つの事実であり、また、弊社の最初の想定の時に、比較的軽度のパーキンソン

病の患者さんについてもこういった需要があるのではないかと考えていたというところでございま

す。 

したがいまして、当初、オフ症状に対するアンメットメディカルニーズが大変多いのではないかと

いうことで、弊社がやっていたのですが、必ずしもそうではないことがわかりました。 

2021年 1月から 12月までオフ症状の治療薬を、このパーキンソン病の患者さんの大体何%ぐらい

が使っているかというと、処方箋の枚数でいくと 0.1%ぐらいということで、非常に少ない患者さ

んが使っておられることがわかりました。 

もう一つは、ここに書いておりますけれども、安全性のプロファイル、これは弊社が買収の時のデ

ューディリジェンスということでも非常に注意して見ていたところですが、実際フェーズ 3試験を

していく中で、やはり口に含むフィルムでございますので、口の中でいろんな安全性の問題が起こ

るということもあって、このフィルムを使われることを断念される患者さんも非常におられたとい

うことも聞いております。 

そのような、他にもいろいろあって、複合的な事情があったということで、弊社のこのキンモビ

が、残念ながら、パーキンソン病の患者さんのオフ症状に、なかなか使っていただけない状況であ

ったということであります。 

一方で、競合剤がございました。会社、品名を申し上げるのは差し控えますが、2021年度です

と、大体 3,000万ドルぐらいですかね、売上を上げていたようでございます。この剤が、そのレベ

ルが非常に満足度の高いレベルなのかどうかは、弊社としてはわかりませんが、ただその剤は L-

dopaのインヘイラーなので、どちらかというと、元々パーキンソン病の患者さんのオフ症状に L-

dopaが使われておりますので、その辺の親和性が高いこともあって使われていたのかなという感

じもいたします。 
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その具体的な分析というのは十分できておりませんけれども、ただ、弊社のキンモビについて言え

ば、先ほど申し上げたような理由で大変苦戦をしており、こういう状況から、もう一度売上を予想

しましたところ、やはりこのまま継続しても、投資を回収する規模には至らないだろうという結論

に至ったと。この買収するに当たりまして、6億 3,500万ドル費やしたわけでございますが、誠に

残念ながら減損をさせていただくことを余儀なくされたということでございます。 

今後、ここに書いてあります通り、キンモビのプロモーションは中止するということで、今後こう

いったパーキンソン病のオフ症状に係る、そういうことにご興味のある会社を探していこうという

ことであります。 

キンモビでプロモーションしていただいた Sales reps の方々については、一部は、後ほど申し上

げますが、ジェムテサのほうのプロモーションに行っていただくと、残りは、残念ながら退社とい

うことになるかと思っております。 

 

これは、国内の売上でございます。先ほど申し上げた通り、100億円、前年同期に比べると減少と

いうことであります。その他のところが 98億円のマイナスですが、リプレガルを武田薬品工業様

に返還しておりますので、71億円減少、それから薬価の改定で 62億円ということであります。 
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ラツーダについては、比較的順調に伸びているところであります。 

それから、ロナセンテープ、まだまだ少しレベル感的には低いのですけれども、いろんな患者さん

のニーズに合うような処方提案をしていくということ、あるいはリモートでの情報提供、ウェブで

の講演会、それから肝心の皮膚の症状ですね、その辺についての対応も含めて、情報提供していく

ことによって、ロナセンテープももう少し伸ばしていこうということで、今取り組んでいるところ

ではあります。  

 

これは、北米と中国です。 

ラツーダ、為替のところが影響大きいので、ドルのほうだけ見ていただきますが、ラツーダ、実質

的にも増えています。 

それから、アプティオム、リサイミックも増えている。ブロバナは、もう LOEを迎えてしまいま

したので、残念ながら減少ということでございます。 

オルゴビクス、マイフェンブリー、ジェムテサはそれぞれ増えています。 

その他のところが、先ほど冒頭で申し上げましたが、大塚製薬様からいただいた、ここに少し書い

てありますけど、2億 7,000万ドルの部分が比較の差となっているところであります。 
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こういうことで、ドルだけで見ると、1億 3,500万ドル減少というかたちに見えますが、円で換算

すると 353億円の為替差益があるので、205億円の増収のように見えるということであります。 

中国セグメントのほうは、先ほど申し上げたように、集中購買が、メロペン、それからラツーダ、

両方とも 2022年 7月と予想しておりましたのが 11月ということでございますので、増えている

と、その影響が大きいということでございます。  

 

これは、先ほどの前年同期との比較をセグメント別に分けたものでございますので、説明は省略さ

せていただきます。  
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これは、オルゴビクスの状況です。 

前のクォーターから 20%増えましたということですね。ここに書いてありますけど、進行性前立

腺がんにおける GnRH受容体アンタゴニストの製剤で、55%の月間シェア獲得ということで、競合

剤は注射剤ですが、注射剤よりも処方箋が多く獲得できたということであります。 

それから、市場も拡大をしたということで、これは非常にポジティブなこととして受け止めている

ところであります。  
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マイフェンブリーです。 

売上的にはそれほどまだ大きくなっていないのですけれども、前クォーターから比較すると 55%

増ということで、ここにも書いてありますが、同じカテゴリーの薬の中では、1社しか発売してお

りませんけれども、全体の処方箋も半数以上、それから新規の患者さんの処方箋も 67%というこ

とで、比較的順調に成長しているということではあります。 

それから、2022年 8月に子宮内膜症の承認をいただきましたので、これについては Pfizer社と、

8月から共同でプロモーションしている状況であります。  
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ジェムテサです。 

β3作動薬の中でのシェア、ようやく 11.3%と、二桁台に乗ってきたということであります。 

常に少しこのジェムテサの保険のカバレッジが低いのではないかと、言われておりましたけれど

も、ここには反映させていないのですが、2023年 1月から、メディケア・パート Dで 28%ですか

ら、ここで 58%、約 6割になると思いますし、また 2022年度末にかけて、ここの民間、そしてメ

ディケア・パートＤについても、もう少しカバレッジをアップサイドにしていこうという計画であ

ります。 

それから、少し先ほど申し上げたのですけれども、2022年 10月から、共同プロモーション先と言

っていましたけど、サノビオン社のキンモビをやっていた Sales reps、そのうち 30人をこちらに

投入して、合計 80人でプライマリケアを担当させるということであります。 

弊社が、サノビオン社のこういうテリトリーの中でターゲッティングをしていって、大体 8,200軒

ぐらいの primary-care physicianの病院、あるいは診療所を特定しております。ですから、1人当

たり 100件ぐらいを、このプロモーションをしていくというかたちで、これからプライマリケア

のところを強化していくということであります。  
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こちらが修正した 2022年度の業績予想です。 

売上収益 6,040億円となってございます。こちらも為替の影響が大きいですが、こちらに為替の影

響を除いた、実質の増加というのが出ております。 

日本が減るというのは、トルリシティも含めて、2022年 12月で終わってしまいますので、従来予

想との比較であれば減ります。 

北米については、主要製品は予想通りでありますけど、元々予定してなかった一時金収入等が入っ

ています。 

中国については、先ほど申しております集中購買が遅れてきたことによって増えましたということ

であります。 

それから、ここの販売費及び一般管理費も増えておりますけれども、これはマイオバント社で子宮

内膜症のプロモーションをやっていきますので、その分のコストが少々増えています。元々予算で

は入っておらなかったところでございます。 

それから、その他の収益が、先ほどの 2022年度第 2四半期の数字よりも増えているというところ

があります。サノビオン社では、やはりラツーダが 2023年 2月で LOEを迎えますので、その直
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前までプロモーションはいたしますが、2023年早々、そういった Sales reps が displaceされるこ

とになりますので、そういったコストもここに含まれているということであります。 

そのようなコストも含めて計算していきますと、営業利益がマイナスの 300億円と、それから親

会社の所有者に帰属する当期損失ということで、150億円のマイナスになることが現時点で予想さ

れています。  

 

これは、予想と修正予想の比較をセグメント別にしたものでございますので、省略をいたします。 
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これは、マイオバント社の完全子会社化ということでございます。 

こちらは、前向きな取り組みとしてやらせていただいているところでございます。一応今のとこ

ろ、オルゴビクス、マイフェンブリーは順調に伸びていると理解しております。 

ご存知のように、弊社がマジョリティは持っているものの、必ずしもその経営に、弊社の意思をす

べて 100%反映できる状況ではないということでもあります。私たちがオルゴビクス、マイフェン

ブリーから出てくるキャッシュフローを、弊社の将来の成長にしっかり使っていこうといたします

と、やはり 100%化していかざるを得ないということで、弊社としては、こういう状況の下でござ

いますけれども、この 100%化を実施したいということで進めてまいりました。 

一応 1株当たり 27ドルということで、先方のスペシャルコミッティとも合意し、ディフィニティ

ブ・アグリーメントを結んだという状況でございます。 

肝心のその資金は、手元資金と銀行からの借入ということで、短期的には対応しようというかたち

にしております。この買収によって、のれん等が発生するということではなくて、資本の部のマイ

オバント社の非支配持分と、この支払対価の差額が、多分支払対価のほうが多いのですが、その分
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を資本剰余金の減少ということで処理をするということでございますので、今後 P/Lに何かイン

パクトがあるということではないということではあります。 

それから、先ほどの業績予想の中には、このマイオバント社の完全子会社化の影響は含めておりま

せん。クロージングの時期によって、いろんな、例えばアドバイザーへの成功報酬であるとか、あ

るいは従業員が獲得している株式報酬の清算であるとか、諸々の費用はその時点で確定するという

ことでございますので、現時点では、2023年のカレンダーイヤーの第 1四半期に起こるだろうと

思っておりますが、それがずれていけば、2023年度になるということにも繋がってまいります。

今のところ、少しこの時期が必ずしも明確ではございませんので、予想には入っていないというこ

とでございます。 

 

研究開発でございます。 

赤字のところが、今回変更している箇所ですが、大体このがん領域のところが、今まで黒字だった

ところが赤字になっているのですが、これは今まで固形がんのような言い方をしていたところを、

具体的ながん種にしたというところであります。 
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弊社として、いっぱいあるのですが、TP-3654というのと、この DSP-5336の二つのプログラム

に注力していきたいと思っております。 

 

精神神経系のところでは、DSP-0378は、資料が後ろのほうに付いておりますので、また後でご覧

いただければと思います。 
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開発状況です。 

これは既に大体皆さんご存知の通りで、これ後で出てきますので省略しますけれども、DSP-

0378、これ先ほど CNSで初めて出てきたものですね。それからこの DSP-6745というのは、パー

キンソン病に伴う精神病症状ということで、これは開発中止です。 

DSP-7888も、がんペプチドワクチンなのですが、一応現時点では、進行している固形がんの試験

は中止して、今後の開発方針を検討するということにしております。 

TP-0903は、先ほど申し上げた通りで、この剤そのものの開発方針は、今検討中ということであ

ります。 

メトグルコについては、不妊治療を保険適用にするということで、公知申請でこの適応を取得した

という話であります。 

KSP-1007は、AMRの薬でございますけれども、QIDP というステータス、これは承認審査が短縮

され、また、いわゆるデータ保護期間が 5年間延長されるというステータスでありますが、もし承

認されれば、そういうことになるということであります。  
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これは、大塚製薬様との共同開発しているものです。 

第 1適応症の統合失調症、これはロシアのウクライナへの侵攻と言うんですかね、その影響によっ

て患者さんのリクルートが遅れてきたということで、もしかしたら上市が遅れるのではないかとい

う、少し見通しも出たタイミングもありましたけれども、今評価いたしますと、一応トップライン

は 2023年内に出てくるということで、上市も 2024年度内ということで、予定通りできるという

見通しになってございます。 

それから、第 2適応症の大うつ病補助療法、これは既にこういうデザインが公表されておりますの

で、こういった 2群で試験が行われるということで、弊社も聞いておるところでございます。 

第 3適応症としては、弊社がこれは主導的にやりますけれども、全般性不安障害という適応で試験

をしていこうという予定でございます。 
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2022年度の主なイベントです。 

精神神経系のところは、先ほど申し上げたように、この大うつ病補助療法の試験が始まりましたと

いうことですね。 

この再生・細胞医薬のところは、米国でリサイミック、それから他家の iPS細胞由来の製品を作る

CPCを 2022年 8月から建設着手しております。この設備を使って、一応 2024年度には製品の製

造を開始していこうと考えています。 

その他のところは、子宮内膜症の承認取得。 

それから、フロンティアのところでは、MELTzの手指運動リハビリテーションシステムを上市し

たということです。この下にあるメンタルヘルスの VR コンテンツは、少し遅れているということ

でございます。 

私からの資料に基づく説明は、以上でございます。ご清聴ありがとうございました。 

鎌野：野村さん、ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

鎌野 ：それでは、これより質疑応答に移りたいと存じます。 

⼤和証券 橋⼝  ：ご説明ありがとうございました。大和証券の橋口と申します。まず今期の修正さ
れたご予想についてなんですけれど、為替除きでも米国の売上は上方修正されてますが、一時金に

ついて想定を変えられたことが中心だというご説明があったかと思うのですけれど、製品別の売上

でまだご開示いただいてないオルゴビクス、マイフェンブリー、ジェムテサの予想については、上

げ下げはどうだったのかということについて、可能な限りでコメントいただけませんでしょうか。 

野村 ：はい、ありがとうございます。マイフェンブリー、オルゴビクス、ジェムテサについて
は、特に上げ下げはありません。 

⼤和証券 橋⼝  ：変えてないということですか。 

野村 ：変えてないということです。 

⼤和証券 橋⼝  ：はい、ありがとうございます。それから、以前から業績が一番厳しいであろう
2023年度については、いろいろな収益の下支え策を考えていくというお考えをお示しいただいて

いたかと思うのですけれど。今期も赤字予想ということで、この下期以降も、そういったことを前

倒しで実施される可能性があって、今回の予想に入ってない、何らかのその上振れ要因が今後出て

くる可能性があるのか。 

これから、今年、来期という、ディールによっては相手さんがあったりもすると思うので、タイミ

ングが必ずしも今期なのか、来期なのかって、いろんな案件があると思うのですけれど、今年から

来年にかけて、どういったことに取り組んで、これまでの延長線じゃないことで、どういったこと

に取り組んでいこうとお考えか、現時点のお考えをお聞かせいただけませんか。 

野村 ：はい、コア営業利益に与えるアップサイドのほうであれば、弊社は、先ほど資産売却のと
ころ、予想のところで細かく申し上げませんでしたけど、既に 7,500万ドルですか、これもう売却

しましたと、サノビオン社の LOEが来たものについては売却しておると。それから priority 

review voucherの売却もしていきますということを申し上げております。 

他にも、まだ少し具体的には申し上げられませんけれども、アセット売却は考えているところでは

あります。これはアップサイドのほうですね。 
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それから、ダウンサイドの可能性として、先ほどマイオバント社の子会社化というところで少し触

れましたけれども、子会社化のタイミングによっては、先ほど従業員の持っている潜在的な株式を

買い取る、これは費用になってしまいます。 

それから、例えばリテンション、従業員のリテンションをかけるとか、あるいはアドバイザーの成

功一時金みたいなものとか、そういうものも出てくるだろうということが挙げられます。 

ですから、少しアップサイドと、それから逆にコストは増やす方向と、両方、可能性としてはあり

ます。 

⼤和証券 橋⼝  ：今おっしゃった中で、アップサイドは、いずれももうご予想に入っているような
気がしたのですが。 

野村 ：予想に入ってない資産売却もまだあります。これはですから、先ほどおっしゃられたよう
に、相手様との関係もありますので、弊社としては、そういうお話をしているところですが、それ

が今年度中に解決するかどうかはまだ未確定要因です。ですから先ほども申し上げた、サノビオン

社のもうすでに LOEを迎えた品目の売却、それから priority review voucherの売却、これはもう

既に予想の中には入っております。さらに、その他の資産を売却していこうということも、今やっ

ているところではあります。 

⼤和証券 橋⼝  ：最後の質問が、日本事業の販売体制のあり方について、以前も何度か議論させて
いただいたと思うのですけれど、少し売る製品が、これまで力を注いでいらっしゃった品目が、少

しずつ、オリジネーターのほうに返還というのが続いてきているわけですけれど、縮小均衡になら

ないような施策というのを、何かお考えがあるのか。 

あるいは、米国、日本、その地域バランスを考えた時に、日本はある程度、縮小均衡もやむを得な

いとお考えなのか。今のお考えをお聞かせいただけますか。 

野村 ：日本が縮小均衡でいいかと言うと、必ずしもそうは思ってはおりません。ですから、昨日
も記者の皆さんからはそういうご質問がありました。日本イーライリリー様との契約は 2022年 12

月末で切れるということではありますけれども、それはそれとして、提携先の皆様には、弊社の営

業力と言うのですか、弊社のMRの力というのは十分ご理解いただいていると思います。ですか

ら、私としては、まだこの提携のオポチュニティというのは、まだまだあるだろうとは考えており

ます。 

しかし、提携というのはいずれ切れる、終わってしまう時が来ることがあるとすれば、そういうこ

とを継続していくのはなかなか難しいだろうとは思います。 
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ですから、これは今すぐではないかもしれませんけど、ロングランにおいては、弊社としては、

今、精神神経系については自社の製品が出てくる、そういう状況の中ですので。自社製品を出しつ

つ、それでまた再生医療のほうも、2024年度にうまくいけば出てくる、それからフロンティアも

出てくる。そういう中で、段々少し業態をシフトしていくのも、その長い期間で考えていくのも一

つのオプションではないかとは思ってはいます。 

⼤和証券 橋⼝  ：ありがとうございました。 

 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：シティグループの山口です。ありがとうございます。最初の質問が、
今後、中計、こういったいろいろなアクティビティが今起きていると思うのですが、それを織り込

んだ上で、来期は厳しいとおっしゃっておられましたけど、その先を見た中計の発表とかっていう

のは、このM&A 次第ということもあるとは思うのですが、いつ頃になりそうかというのは教えて

いただけますか。 

野村 ：はい、今山口さんのご指摘の通り、このM&A 次第というか、それはあります。ですから、

例えば通常 2月ぐらいによくやっていたと思いますけど、2023年 2月にはおそらく無理だと思い

ます。ですから、弊社としては今、5月の決算発表の時に、新しい中計をご説明させていただける

機会が来るのではないかとは思っています。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：あと、今回もうマイオバント社は契約を締結して、ほぼほぼ成立する
ということだと思うのですけれども、ユーロバント社も途中でお買いになられましたけれども、そ

もそもその流れとしては、いつかタイミングがあれば子会社化しようというお考えではあったので

しょうか。 

あるいは、このタイミングというのは少し、良いといえば良いのですが、今はまだ赤字が出ている

ので、買うとむしろ利益が減っちゃうという時期と言えば時期なのですが、このタイミングだった

というのは、何かデシジョンを起こした要因というのは何かございましたか。 

野村 ：ありがとうございます。このタイミングというのは、元々私たちは、オルゴビクスはいい
のですけども、マイフェンブリーについては、子宮筋腫と子宮内膜症で、大体 1対 1の売上だろう

と思っていたわけですね。ですから、子宮内膜症の承認が取れないと、マイフェンブリーは元々弊

社の想定の半分ぐらいしかいかないと。 

そうすると、それは非常に弊社の想定と違ってくるので、やはりこの承認が取れるということが非

常に大事なことだろうと考えていました。 
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ですから、承認が取れる、取れないという時から、弊社としては準備をし、承認が取れたという段

階で、直ちに行動に移せる準備をしたということであります。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：わかりました。あと最後に、ulotarontなのですけれども、2023年の

後半ですかね、カレンダーイヤーの後半にトップラインが出そうな感じなのでしょうか。 

池田 ： 2023年、そうですね、2023年内です。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：年内後半。 

池田 ：はい。上市は 2024年度内になります。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：2024年度内、2025年 3月期までということですね。 

池田 ：はい。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：多分 2025年の頭という感じですよね。 

池田 ：年でいくと、そうなるかとは思います。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：ですよね。わかりました。あと統合失調症以外にも、大うつ病補助療
法や、今回 GADと言うのですかね、generalizedとか、いろいろ広がってきてはいるのですけれ

ども。患者とか、ポテンシャルとか、統合失調症が小さいというのはわかるのですが、この大うつ

病補助療法とか、あと全般性不安障害、この辺の潜在市場のイメージを、教えていただけるとあり

がたいのですけれども、いかがでしょうか。 

野村 ：大うつ病は、必ずしも既存薬の満足度が高いわけではありません。ただ、単にドーズを上
げていくと、既存薬のいろんな安全性の問題とかが出てくることがあります。ただ、この

ulotarontは、そういう既存薬とは違うモード・オブ・アクションなので、上乗せ効果が十分出て

くるだろうということで、十分この大うつ病補助療法の中で、大きな市場は獲得できるのではない

かというところが一つあります。 

全般性不安障害のほうも、既存薬の中には、やはり安全性プロファイルの観点から言うと、いろん

な課題があると思います。そういうものも ulotarontであれば、ある程度解決できるだろうという

ことで、弊社としては、有効性と安全性の観点で、十分アンメットメディカルニーズに応えられる

だろうと思っています。 

木村 ：野村から説明がありましたけど、将来の重要性という意味では、当然薬価にもよります
し、保険のカバレッジにもよってくるので、数字を今申し上げるのは少し控えさせていただきます

けど、患者の数という意味では、しっかりした統計が出ております。例えば統合失調症は、ご存知



 
 

 
24 

 

のように、全人口の 1%前後ということで、米国ですと、診断が下っている方が 160万人とか 170

万人と言われています。 

それに対して、MDD、大うつ病になりますと、米国では 1,700万人、日本でも 200万人というこ

とになりますし、GAD、全般性不安症候群でも、ほぼ同じぐらいで、少し減りますが、米国で

1,300万人、日本でも 100万人を超えるというデータが出ておりまして、それぞれについて、既存

薬の満足度が非常に低い。 

特に GADの場合は、ちゃんとしたブランド薬がまだないという状況でもありますので、ulotaront

が弊社の期待通りの薬理作用を示して、安全性を証明することができれば、大きな事業に繋がるの

じゃないかと、大塚製薬様とも合意しているところでございます。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：最後に、簡単でいいですから、ブレークスルー、取っていたと思うの
ですけど、これ今でも生きていますか。生きている場合に、それを何か生かせる、どこかで開発加

速に生かせる部分ってないのでしたっけ。 

木村 ：一番生かせるのは、申請後の承認プロセスが早くなるというようなことになります。弊社
の場合は、今、米国のラツーダの売上収益がなくなる予定で、非常に厳しいところでありますが、

通常の薬に比べて、早くそういう承認審査をしていただけるところが、一番目に見えて効果が出て

くるところかと思います。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：ブレークスルーは有効なのですよね、まだね。 

木村 ：もちろん有効です。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：ありがとうございました。 

 

クレディ・スイス証券 酒井 ：クレディ・スイスの酒井と言います。これマイオバント社買収とい
うか、完全子会社化に投入する資金ですけれども、これはどういうルートで、米国のほうで調達さ

れるのか、それとも国内で調達されるようなかたちにするのか。当然この金利が高くなっている状

況ですから、昔のように右から左というわけにはいかないと思うのですけれども、この辺の、まず

調達のルートをお聞きしたいのと。 

この資金を調達することによって、来期は厳しいタイミング、時期だというのはわかっていますけ

れども、いわゆる戦略的な投資を手控える、いわゆるその重しになってしまうのかどうかですね。

この辺については、どうバランスシートの活用を含めてお考えなのかということをまず聞かせてく

ださい。 
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野村 ：はい、調達ルートは、これは私ども、ドル資金が結構あります。これはラツーダの販売に
伴い、移転価格の調整金等を、これ弊社が頂戴するものはドルとして、持っております。その他、

ラツーダの日本からの販売の対価などもドルで持っていますので、一部自己資金ではドルがありま

す。それからその他、残りの部分は、円の手金と、それから銀行から借りる、これは円資金であり

ます。 

ですから金利は、日本で借りたほうが安いのですが、しかし為替が大変今は円安なので、その辺の

重しがあります。ですから、このマイオバント社を取得するという投資の、投資効率がどうだった

かというのは、おそらくこの円安の状況の中で検証していくことにはなると思います。 

それから、戦略的投資を抑えるというお話でございますが、これについては、少なくとも 2023年

～2025年のこのあたりでは大きな投資はなかなか難しかろうと思います。 

弊社としては、オルゴビクス、マイフェンブリー、ジェムテサ、これをそれぞれブロックバスター

レベルにするための努力と、それから ulotarontをしっかり上市させていくという点です。 

それから、2024年度には、国内ですけれども、iPS 細胞によるパーキンソン病の治療、これを実

用化していく。それからフロンティアもいろんな品目ございますけれども、これも上市していく

と。そういうことをすることに、まずはフォーカスする。 

それから、さらに 2030年代の半ば以降を支える、現時点でのフェーズ 1試験であるとか、あるい

は非臨床段階にあるそういうプログラムを成長させていく、選択的、これは相当プライオリタイゼ

ーションをしっかりやっていかなければいけませんけれども、そういうことをしつつ、自社製品を

成長させていくプロセスをこの期間にやっていくということが、まずは弊社にとって重要なことだ

ろうと思っておりますので。この期間でなかなかそういう、他に大きな投資ということでお金を使

っていくことはあまり起こらないのではないかなと、現時点では考えています。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：わかりました、ありがとうございます。あと、すみません、一つだ
け、この御社の研究開発のポートフォリオなのですけれども、今回もいくつか開発中止ということ

で発表がありますけれども、やはりがん領域と精神神経領域というところの開発リスクと言うので

すかね、これがやっぱり ulotarontは、大塚製薬、パートナーとしてリスクをシェアするという考

え方だと思うのですけれども、ここの部分というのを今後も引き続き、その二つのコアとして継続

されていくのかどうか。 

もう少し、縮小均衡とは言いませんけれども、日本国内じゃないのですけれどもね、少し全般的な

投資を見直す、良いタイミングでもあるという気はするのですけれども、その辺のお考えはないで

すか。 



 
 

 
26 

 

野村 ：はい、ありがとうございます。まずがん領域のほうから申し上げますと、パイプライン的
にはたくさんあるように見えます。でも先ほど少し申し上げたように、TP-3654とそれから DSP-

5336、この二つに注力しますと申し上げました。 

データの中で、やっぱりシグナルの出ているもの、それをやっていこうということであります。で

すから、他にいくつかパイプラインとして挙がっておりますけれども、そういうもので少数の患者

さんで使用いただいて、強いシグナルの出ないものについては、もうどんどんやめていくというか

たちを取っていきます。 

ですから、もうがん領域については、ほぼこの先ほど申し上げた二つをやっていくということで、

ご理解していただいたらと思います。非常にチャレンジングですけれども、5年以内にこの二つを

何とか承認を取るという、今、目標を立ててやっています。 

それから、精神神経領域については、もちろん何でもかんでも弊社がやっていく、これまでのよう

にフェーズ 1試験に上がっていったものを順番にこうやっていくということは、なかなか難しいと

思います。 

ですから、大体三つのカテゴリーで、自分たちでやるもの、第三者と一緒にやるもの、それから第

三者にライセンスしてしまうものというような、そういうカテゴリーの中で、パイプラインを見極

めていこうと思います。 

2番目のものとしては、先ほどお話あった ulotarontがそうですし、それから 3番目のものは、オ

レキシン受容体作動薬であったりするわけであります。ナンバーワンのところは、このカテゴリー

をどうしていくかというのは、これからしっかり見極めていこうということで進めていきたいと思

います。池田さんから何か、研究に関して追加があればお願いします。 

池田 ：今、野村から申し上げた通りでございまして、それぞれの臨床におけるシグナルをきちん
と見定めて、当社が優先順位をつけて、投資する品目を選んでいくという戦略を考えております。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：はい、ありがとうございます。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：こんにちは、モルガン・スタンレー、村岡です。よろし
くお願いします。質問は、まずマイオバント社の 100%化に伴うのれんとか、無形の額ってどうな

るのですかという質問です。IR の方から、のれん・無形は増えないのだよというご説明も少し受

けたのですが、少しそのあたりどういうふうに整理していいのか。のれん・無形の額に変更があれ

ば、これ、コア営業利益にも効いてきちゃうので、少しそのあたり、ご解説いただけると助かりま

す。 
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野村 ：はい、ありがとうございました。のれん等には影響はなくて、要するに、先ほど少し申し
上げましたけれども、バランスシートの資本の部の非支配持分と言うのですかね、その部分がマイ

オバント社の、弊社が持ってない部分ですよね。今回弊社が取得する金額が 1.7ビリオンドルとい

うことですが、それを円に換算して、お金が出るわけでありますが、その金額と、それから非支配

持分ですか、その差額が資本剰余金から控除されるというかたちになるわけですね。ですから、今

の為替で言うと、おそらく資本剰余金はマイナスになるということだろうと思います。 

ただ、これはいくつか表示の仕方というのはあると思うのですが、資本剰余金マイナスの場合は、

利益剰余金から繰り入れて資本剰余金のマイナスを消すというような会社さんもありますし、その

ままマイナスで表示している会社もあるということで、この辺はまだこれからの検討事項だと思い

ます。ですから、のれん等には影響がないということであります。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：つまり今、毎年 200億円から 300億円ぐらい償却し

て、コア営業利益に影響していると思うのですが、このコア営業利益に影響している無形とかの償

却額は、今後も為替はありますけれど、基本的には大きくは変わらないという理解でよろしいです

か。 

野村 ：はい、現状ある特許権等、あるいはのれんについては、変動はないというご理解でよろし
いかと思います。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：ありがとうございます。あと、先ほど来年度は厳しいよ
ねと、当然と言えば当然なのですが、以前、野村社長とのスモールの時におっしゃっていたと思う

のですけど、その次、25年 3月期には回復が見えると、アメリカの新製品が 1,000億円を超える

からと、おっしゃっていたと思うんですが、2期連続のコア営業利益段階での赤字は考えにくいと

いう理解でよろしいでしょうか。 

野村 ：はい、私が今現在頭の中で描いているシナリオで言いますと、北米の販売体制も変わる、
要するに、今までサノビオン社という会社に依存していたところが、立ち位置が変わって、今度は

スミトバント社のほうに変わるというところがありますよね。そういう意味で、大きく販売費及び

一般管理費のところも、ある程度変わってくるだろうとも思います。 

それから、オルゴビクス、マイフェンブリー、ジェムテサも、2023年度中はなかなか厳しいと思

いますが、2024年度になれば、ある程度の成長を見せてくる。そういう中で、売上の伸びと、経

費のある程度合理化、研究開発費も、これは少し身の丈に合わせなければいけないと思っておりま

すので、そこも合わせていくということがあれば、2024年度には何とかコア営業利益を黒字化す

るということは可能だろうと、今考えています。 
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これも今進行中の中計の中で、しっかり数字の組み立てをやっていこうと考えているところではあ

ります。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：わかりました。ありがとうございます。最後ですけど、
ulotarontの効能追加の件、この間の大塚製薬様の時に聞きそびれちゃったんですけれど、三つの

中にアルツハイマーのアジテーションが入らなかった背景というのは、どう理解すればよろしいで

しょうか。 

木村 ：はい、今注目されているアルツハイマーの周辺症状でありますけど、ulotarontの一番の特

徴というのは、むしろ陰性症状をしっかり抑えるというところでございます。 

アルツハイマーの周辺症状というより、むしろ、申し上げたような、うつというような領域に広く

出るほうが、より大きく事業が展開できるということと、周辺症状、なかなか治験も含めて、レギ

ュラトリーパスの難しいところがありまして、そのあたりも含めて考えて、大塚製薬様と最初か

ら、大塚製薬様もこの二つの疾患、弊社もこの二つの疾患というところを、何回も実は合意してい

るのですよと申し上げておりましたが、非常にスムーズにこの二つの疾患になって。かつ、大塚製

薬様は得意な adjunctive MDD、弊社は GAD をオペレーションは担当していくことになってござ

います。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：わかりました。ありがとうございます。アルツハイマー
のアジテーションは、レギュラトリー的にも難しいのでとおっしゃいましたか。 

木村 ：はい、そのように申し上げました。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：それは、すみません、それこそ大塚製薬様に聞け、なん
ですけれど、このアルツハイマーアジテーションがレギュラトリー上難しいというのは、ほかの会

社さんでいろいろトラブっているという、あの件を意識しておっしゃってらっしゃるということで

しょうか。 

木村 ：そういうことも含めて申し上げております。なかなかそこのレギュラトリーパスというの
も、前例があると、こういう治験をして、こういうデータを取れば、インディケーションがもらえ

るというようなことがわかるわけですけど、新しいことにチャレンジ、あるいはその新しいメカニ

ズムでしかもチャレンジするということには、なかなか弊社としても考えないといけないことがた

くさんございまして。アルツハイマーのアジテーションというのは、非常にニーズが多い疾患で、

弊社も別のプログラムでは何とかしたいとは思っておりますが、ulotarontにとっては、少しふさ

わしくなかろうというような判断をしたということでございます。 
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モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：わかりました。ありがとうございます。以上です。 

鎌野 ：ありがとうございました。他にはご質問がございませんので、これで質疑応答を終了させ
ていただきます。では、以上で決算の説明会を終了いたします。本日は誠にありがとうございまし

た。 

以上 


